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【ポイント】 

●ラッサ熱の流行が広がっており，本年は史上最悪ペースで患者が発生して

います。 

●今回の流行では地方の医療施設での医療関係者への感染が目立っていま

す。感染対策の不備な医療施設には不用意に立ち入らないようにしてくだ

さい。 

 

 

 

【本文】 

 

１ ラッサ熱発生の現状 

（１）3月 23 日付け報道によりますと，3 月 18 日までのラッサ熱の患者数が

疑い例含め 1495 人，死亡者 119 人が以下の 19 州で報告されています。昨

年の死亡者数は 60 人程であり，今年は史上最悪ペースとなっています。 

エボニ，アナンブラ，エド，オンド，バウチ，ナサラワ，ベヌエ， 

コギ，イモ，ラゴス，デルタ，エキティ，ゴンベ，カドゥナ，オスン， 

プラトー，リバー，タラバ，FCT（The Federal Capital Territory.  

アブジャを含む連邦首都地区） 

 

（２）FCT（連邦首都地区）でも 3人の確認患者が発生し，2人が死亡してい

ます。 

  

（３）今回，医療職にも病院での２次感染による 17 人の感染者が出ており（エ



ボニ，ナサラワ，コギ，ベヌエ，オンド，エド），医師を含め 4 名が死亡し

ています。NCDC（Nigeria Center for Disease Control. ナイジェリア疾

病管理センター）からも感染対策の不備な医療施設は危険であるとの公式

見解が出されました。 

 

 

２ ラッサ熱について 

（１）感染源ほか 

ラッサ熱はノネズミ（マストミス）の糞から経口感染し，乾季の野焼きで

ノネズミが拡散するため流行が起きるといわれています。そのため，水・食

事に対する注意が必要です。 

 

（２）症状 

   症潜伏期間は 7～18 日間とされています。症状はインフルエンザと類似

しており，発熱，頭痛，関節痛などで，症状から他の熱性疾患との鑑別は

困難です。罹患の 80％ほどは軽度の症状で済みますが，重症化すると死亡

率は 20％ほどと言われています。 

（３）治療 

   基本的に対症療法となります。特に下痢・嘔吐による脱水が致命的とな

りますので，充分な補水，輸液が必要となります。治療薬としては抗ウイ

ルス薬リバビリン（Ribavirin）が臨床経過の早い段階（6 日以内）で投与

されれば効果があるとされていますが，在庫のある病院は限定されている

ようです。感染の疑いありと思われる場合には，現地医師などに在庫の有

無をご確認いただくとともに，大使館（医務班）にもご相談ください。 

（４）予防 

  （ア）予防接種 

   現在のところ有効なワクチンはありません。 

（イ）感染予防 

    経口感染ですので，水・食事は加熱処理をしっかりするなど充分に注 

意してください。ナイジェリアでは「Garri」というキャッサバの加工食

品が広く食用とされていますが，今回汚染された「Garri」が感染原因と

なっているとの警告が発せられています。 

    感染したヒトからの接触感染（体液・血液・排泄物）も起こします。

今回医療職（医師や看護師を含む）の感染者が多く出ており，特に感染



対策が不十分な病院での感染が比較的多いのではないかと考えられます。

そのため発熱者や特に衛生管理の不備な病院には安易に近寄らないほう

が良いでしょう。 

 

 

３ 海外渡航の際には万一に備え，家族や友人，職場等に日程や渡航先での連

絡先を伝えておくようにしてください。 

３か月以上滞在する方は，大使館又は総領事館が緊急時の連絡先を確認でき

るよう，必ず在留届を提出してください。   

（https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet） 

３か月未満の旅行や出張などの際には，渡航先の最新安全情報や，緊急時の

大使館又は総領事館からの連絡を受け取ることができるよう，外務省海外旅行

登録「たびレジ」に登録してください。

（https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/）。 

 

 

 

（問い合わせ窓口） 

○外務省領事サービスセンター 

  電話：（代表）03-3580-3311（内線）2902、2903 

（外務省関係課室連絡先） 

○外務省領事局政策課（海外医療情報） 

  電話：（代表）03-3580-3311（内線）5367 

○外務省海外安全ホームページ 

  http://www.anzen.mofa.go.jp/（PC 版） 

  http://www.anzen.mofa.go.jp/sp/index.html（スマートフォン版） 

  http://m.anzen.mofa.go.jp/mbtop.asp（モバイル版） 

 

 

（現地在外公館連絡先） 

○在ナイジェリア日本国大使館 

電話：090-6000-9019/9099 

※国外からは（国番号 234）90-6000-9019/9099 

ホームページ：http://www.ng.emb-japan.go.jp/j/ 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet
https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/
http://www.anzen.mofa.go.jp/
http://www.anzen.mofa.go.jp/sp/index.html
http://m.anzen.mofa.go.jp/mbtop.asp
http://www.ng.emb-japan.go.jp/j/


 

 

世界の医療事情： 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/medi/africa/nigeria.html 

 

 

 

（了） 
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